
いちご棚式育苗システムの育苗用培土

[要約］込堂竺棚式育苗システムで用いる小型ポツト用培土としては、バーミキュ

ライト、ピートモス、 ボラ土及び炭を混合した隻圭が適している。 この培土は、透水

性と保水性に優れ、従来のポッ ﾄ育苗と同等の収量が確保出来る。
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［背景・ねらい］

いちご育苗の省力化のために開発した棚式育苗システムでは、内容量が従来の12cmポリ

ポットの1/6の115ccと、極めて小さい小型硬質ポットを用いる。この小型ポットを利用し
て育苗する場合の培土として、慣行のポット育苗法と同等の収量が確保出来、しかも透水
性と保水性に優れた軽量培土を選定する。

［成果の内容・特徴］

①バーミキュライト、ピートモス、ボラ土及び炭（ブラックワン）を混合した軽量培土を

用いると、小型ポットでの育苗が容易で、従来の12cmポリポット育苗と同等の苗が養成出
来る（表１）。

②軽量培土に用いるバーミキュライトの種類は、みかけ比重0.12、ｐＨ6.5、CEC10のＴＧが
適し（表ユ）、バーミキュライト、ピートモス、ボラ土及び炭の混合比率（容量比）は４：
３：１．５：1.5が早期収量及び総収量とも多く、対照のポット育苗の苗と同等の収量が薙保
できる(図１）。

［成果の活用面・留意点］

①省力、軽作業化されたいちご育苗技術として活用できる。

②軽量培土をポットに詰めた後、十分かん水し氷とよくなじませておく。また、親株床で
培土が乾燥する場合には、小型ポットへ頭上かん水を行う。

③苗の養成期間中は、ポット育苗と同じ液肥を数日おきに施用する。
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表１棚式育苗に用いる培土の違いと苗の生育（平成４年）
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注）①調査日：９月ユ０日

③葉色値：葉色計（SPAD501）での測定値
⑤TG，ＰＡ：バーミキュライトの種類

②測定葉位：新生第２葉
④慣行育苗：１２cmポリポッ ト
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図２棚式育苗における育苗培土の違い
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